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浜北市最終処分場と旭川市廃棄物処分１．はじめに

場の主要遮水構造は， 種類の異なる特性を有する遮3

水材を組合せた三要素複合ライナーにスメクタイト系

コロイド溶液を組み合わせた多要素複合ライナーであ

る．本論では屋内と屋外の試験施設を構築し地中温度

特性や凍上量保護層の違いによる遮水シート温度など

の評価を行ったので報告する．

A1 A2 A1２．地中温度特性と凍上量 と の違いは，

は自然地盤に構築し， は に示す様に自然地盤A2 図-1

からの水分の移動を遮水シートで遮断し，またベント

ナイト混合土を専用のパイプにて水を下部砕石層から

供給することでベントナイト混合土を湿潤させること

が可能な構造である． に凍上量と地中温度の関係図-2

GL0.0 0.3m A1を示す． ～－ までは外気の変動により

と は，日変化の影響を受け，それより深くなるとA2

日変化は緩慢となり熱伝導の遅れが深さに比例した．

に示す様に試験施設の表面温度が－ ℃を越えた図-2 5

2000 20012 2001付近から凍上が見られた． 年～ 年と

2002 A1年～ 年の凍上量と沈下は同様な傾向を示し，

と 共に最大凍上量と最大沈下量の差は約 をA2 35mm

計測した．これらの変位量は，厚さ の保護土の70cm

凍上と凍結融解に伴う沈下であり，ベントナイト混合

土が原因では無いと推察される．なお，メチレンブル

ー溶液による凍結深度は であった．1.2m

ベントナイト混３．ベントナイト混合土の水分特性

A1,A2 w=18.5% 2001合土の初期含水比( )は であった．

年 月 日 時から の試験施設に設置された注10 15 13 A2

入管から注水を開始した． のベントナイト混合土A2

底面部から 上に設置された水分計の値は上昇を10cm

開始し， 年 月 日ごろから飽和状態である2002 08 15

30% A1含水比 を示し，以降の含水比は一定である．

10cm 18.5%の底面部か 上に設置された水分計の値は

試験施設の概要図図-1 A-2

外気温度と地中温度の変化図-2
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から とその水分の上昇の値は と比べ小さ22.6% A-2

い． と のベントナイト混合土底部から 上A1 A2 40cm

に設置された水分計の値は から 両者とも18.5% 19.0%

10cm変化が小さい．ベントナイト混合土の底面から

， ，までが飽和するまでの期間は おおよそ ケ月であり9

そのスピードは約 × であった．ベントナ4.28 10 cm/s-7

イト混合土底面部を地下水位面と仮定した場合，サク

，ションにより厚さ のベントナイト混合土全体が50cm

， ．水で飽和する期間は おおよそ ケ月と推定される45

３．保護層の違いによる遮水シート温度抑制効果

は，法面コウ配 で，保護土( )，長繊B1 1:2 t = 50cm

維不織布(目付 )，遮水シート( )，1,200g/m t = 2.0mm2

短繊維不織布(目付 )から構成されるシング1,000g/m2

ルライナーである． は，法面コウ配 で，長繊D1 1:2

維不織布(目付 )，遮水シート，短繊維不織1,200g/m2

布(目付 )から構成されるシングルライナー1,000g/m2

である． 年 月 日～ 年 月 日までの2000 11 5 2001 12 25

10 15期間の地中温度を計測した．１年間の ℃および

℃以上の期間を に示す．砕石の厚さが同じ表- 1

( )条件で，屋内( )屋外( )とも保護土t=30cm A1,A2 E,D,B

の厚さくなると， ℃および ℃以上の期間が短期10 15

間になることが判る．保護層が保護土 ( )とt=50cm No3

不織布( )のみを比べた場合， ℃および ℃以No4 10 15

上の期間は，保護土 の方がわずかだか短い．t=50cm

しかし，保護土 ( )と砕石 ＋保護土t=50cm No3 t=30cm

( )では， ℃以上の期間が約 ケ月短い．t=20cm No1 15 2

保護土の厚さを大きくするより砕石を用いた方が，排

水性だけでなく砕石層の空隙(空冷効果)で，遮水シー

ト温度の温度上昇抑制効果があると言える．

外気温度低下に伴う多要素複合ライナー４．まとめ

の地中温度分布や凍結深度などは自然地盤とほぼおな

じ挙動を示した．凍結に伴う凍上は，自然地盤の凍上

， ．量の約 と小さい値を示し 最大凍上量は約1/10 12mm

凍結深度は であった．浜北市最終処分場の主要1.2m

遮水構造を に，旭川市廃棄物処分場の主要遮水構図-3

造を に示す．砕石層と保護土の組みあわせは，排図-4

水性だけでなく砕石層の空隙で遮水シート温度の温度

上昇抑制効果がある．このため浜北市と旭川市では面

状の砕石層と保護土の組合せの保護層を採用した．寒

冷地では，凍上と凍結融解を伴う知見が得られたこと

から，旭川市廃棄物処分場では，遮水シートの不織布

の上から までの保護土は火山灰を採用し，残り10cm

℃および ℃以上の地中温度期間表-1 10 15

浜北市最終処分場の主要遮水構造図-3

旭川市廃棄物処分場の主要遮水構造図-4

の厚さ の保護土は，セメント改良土( )を60cm 50kg/m3

行い凍上と凍結融解に伴う沈下防止対策を行った．ベ

ントナイト混合土底面部を地下水位面とした場合，サ

クションに水で飽和する期間は，おおよそ ケ月と45

なった．締固めたベントナイト混合土は含水比が高く

なると強度が低下する．このため，浜北市と旭川市で

は従来の地下水集排水対策に加え，地下水位を下げる

考え(浸出水から地下水を遠く離す)を主要遮水構造の

設計に反映した．
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